
 

 

 

 

多発犯罪対策自主防犯活動推進事業 

実施結果報告書 

１団体名 小山地区地域安全パトロール隊 

２事業名 住宅対象侵入盗・自動車盗の撲滅 

３事業概要 

地区内の犯罪発生状況は、毎年減少の良化傾向にあるが、住宅等の侵入盗

がワ－スト 1であり非常に憂慮すべき状況である。 

このため、これらの犯罪撲滅を図るため、下記の事業を実施した。 

 

1.地区住民の防犯意識高揚を図るための啓発活動実施。 

(1) 地区住民参加の一斉パトロ－ルを実施、「あいさつ・声掛け運動」によ

り、ふれあいを深めると共に防犯意識の高揚を図った。 

(2) パトロ－ル隊研修会では、防犯講話及び、「住宅侵入盗を許さない防犯

対策」等を DVD 活用により防犯意識の高揚を図った。 

   (3) 前月度の地区内犯罪発生状況を回覧により地区の皆さんに周知。 

 

2.地区の皆さんに「被害にあわないための、防犯対策の実施」をお願いした。 

(1) 防犯用品展示コ－ナ－を設置し「見て、さわって」防犯用品を理解し

ていただき、活用できるようにした。 

(2) 住宅対象侵入盗への 「窓対策用品」 斡旋販売により、対策の拡充を

図った。 

４事業実施 

結果 

1.地区住民の防犯意識高揚を図るための啓発活動実施。 

(1)地区住民参加の一斉パトロ－ルを実施。 

実施日時     平成 28年 12月 17日 (土)  午後 3時～ 40分程度 

参加人数     地区住民 74名、パトロ－ル隊 169名  合計 243名 

地区内 8班 12コースにて実施 

    

パトロール隊員 

 



 

 

 

・拍子木を鳴らし、パトロ－ル活動を皆さんに知らせ、また、防犯の ぼ

り旗、あいさつ運動の手旗を持って行進し、出会った通行人にあいさつ

や犯罪に対する注意の呼びかけを実施。 

 

(2)小山地区地域安全パトロ－ル隊研修会の実施。 

 実施日    平成 28年 11月 1日 (火) 

時 間    午前１０時～午後４時 

場 所    小山集会所 「ふれあい」 

参加人数    51名 

午 前  

刈谷警察署による防犯講話の実施。 

・刈谷市や小山地区の犯罪発生状況及び、最近の犯罪の特徴等講話 

・住宅対象侵入盗に対する対策方法では、防犯四原則に沿った効果的な

対策の実施を指導 

・急激に増加した「特殊詐欺犯罪」についての注意点と対処について 

・DVD「侵入を許さない防犯対策」の上映 

    

 刈谷警察署による防犯講話       DVDの上映 

午 後    

豊田市防災学習センタ－見学 

・地震、暴風、煙避難の体験学習 

・家具の転倒防止実施状況の見学 

・非常持ち出しの準備について特に、直ぐに必要になる物等 

 

(3)前月度の地区内犯罪発生状況を回覧により地区の皆さんに周知。 

犯罪発生状況の内容        

・発生町名、丁目、発生日時 

・犯罪内容 

・前年対比の月度別発生件数推移比較 

・犯罪の傾向と注意点 

・被害に遭わないための防犯対策のお願い 

 

 



 

 

犯罪発生状況の周知について 

・従来は、パトロ－ル隊員に配布 

       
・現在は、自治会加入世帯に回覧実施 

       
・今回、更に犯罪の発生状況を A4 1枚のカラ－裏表印刷で地区全世帯

に配布し周知を図った。（配布枚数 5,130 枚） 

       

（表面）犯罪種別件数推移等 （裏面）月別犯罪発生件数、ワースト犯罪種別の解析等 

 

2.地区の皆さんに 「被害にあわないための、防犯対策の実施」 をお願い。 

 (1)防犯対策用品展示コ－ナ－を設置し「見て、さわって」防犯用品を理

解していただき活用できるようにした。 

 

  

 

 

 

 

  
          防犯対策用品展示コーナー 

　　小山地区地域安全パトロ－ル隊

　　隊　　長 　　菅　原　　宏　文

　　犯　罪　種　別　推　移
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  1. 小山地区犯罪発生件数は減少の良化傾向にあり、平成２４年対比では５０％低減出来ている。

  2. 平成２８年犯罪種別では、強盗傷害につながる非常に危険な侵入盗がワ－スト1である。

  3. 侵入盗は平成25年に大きく減少したがその後増加傾向の憂慮すべき状況である。

  4. 自動車関連では、車上ねらい、及び、車部品ねらいが大きく減少している。
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　平成28年 犯罪種別　ワースト3 解析

1 空巣は戸建て、集合住宅ともに多く
  窓ガラスを破り侵入が最も多い。
  無施錠の窓、ドアからの侵入も多発
2 出店・事務所あらしでは、ドアや窓
  をこじ破り侵入が多く発生。
3 器物損壊では、車体へのキズが多
  く、住宅のガラス破損も発生。
4 自転車盗では、無施錠が多いが
  施錠していても、被害が多い。

1 空巣には、窓対策用品(斡旋販売品)

  のセット対策が効果大。

2 侵入盗、自転車盗では無施錠に

　よる被害が多発、施錠の徹底と

　ツ－ロックの対策が必要。

3 特殊詐欺被害が地区内で2件発生。

  電話でお金の話が出たら家族や

  警察に必ず相談してください。
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４事業実施 

結果 

 

(2)住宅対象侵入盗への 「窓対策用品」 斡旋販売により、対策の拡充を図

った。 

 

住宅対象侵入盗被害の実態  

1.侵入口   窓(掃き出し窓、腰高窓等) 

2.侵入手段  ガラスを割り侵入 

 

  

 

・傷害につながる危険性ある住宅対象侵入盗に対し、最優先で対策の実 

施をお願いする。 

窓の防犯対策用品を斡旋販売実施  (下記３商品)     

１防犯ガラス破り防止シ－ト   平成２７年より斡旋販売 

２補助錠 (ワンタッチ・シマリ)      〃 

３防犯ウインドセンサ－     平成２８年より追加し、斡旋販売 

   

 

 

 

斡旋販売状況 

対策用品名 平成 26年 平成 27年 平成 28年 計 

補助錠 400個 172個 234個 806個 

防犯ガラスシート  314枚 274枚 588枚 

ウインドセンサー   194個 194個 

対策件数 400件 486件 702件 1588件 

その他 ワイヤーロック  196個 196個 

*平成 26年、刈谷警察署より補助錠 400個無償でいただき配布した 

 

（参考） 

(3).～STOP!特殊詐欺～○っとあいち・絆プロジェクトに参加・活動 

(当初計画にありませんでしたが、追加し実施致しました) 

１)第１回防犯訓練の実施 

・自治会役員、パトロ－ル隊役員 34 名による一人暮らしの高齢者  

に電話で特殊詐欺被害に遭わないよう 「こんな電話あやしいぞ!!」

と注意を呼び掛けた。 

２)第１回防犯訓練で使用した「こんな電話あやしいぞ!!」の資料を自治

会加入世帯に回覧実施 



 

 

３)民生委員による、一人暮らしの高齢者に上記資料を説明実施 

４)地区内にある４つの老人会に資料説明のお願いと会員全世帯に配布 

       

５成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

パトロ－ル隊の活動内容を、毎年少しでも充実するように取り組んでいる

が平成 28 年は、住民参加の一斉パトロールを 1 回/年から 2 回/年に 1 回増

やし、地区住民の参加者も倍増できた。 

また、今回の (1)多発犯罪対策自主防犯活動推進事業と愛知県警察本部の 

(2)～STOP!特殊詐欺～○っとあいち・絆プロジェクトの 2 つの活動に参加

し、取組み出来た事は非常に良かった。結果、地区内犯罪発生件数は平成 24

年の 211件から年々減少の良化傾向であり、平成 28年は 105件となり 5年

間で半減でき、成果を上げる事ができた。 

 

課題としては、パトロ－ル隊員の年齢が年々高まってきているので、パト

ロ－ル隊員の新加入促進と年齢が高まっても出来る活動内容の増加が必要。 

 

（２）今後の取組み 

 

今後、地区住民が気軽に参加できるボランティア活動を企画・立案し、ボ

ランティア活動への参加者を増やし、パトロ－ル活動への賛同者を増やした

い。 

小山地区の現在のパトロ－ルは、夜間の活動が多い為、皆さんが参加しや

すい昼間のパトロ－ルや青色パトロ－ルの活動強化を図る。 

現在、市役所所有の青色パトロ－ル車を利用しているが、借用、返却に行

く事を考えると活発にする事は難しいので、小山地区で所有できないか!!検

討を進める。 

 

 

 

 

 


